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【方法】転倒発作を呈する 6 例の難治性てんかん患者(2〜31 歳，男 4 例)に対し，脳梁全離断術
中の頭皮脳波を手術ビデオと同時に測定した．離断は 2 つのステップに分けた：1) 脳梁の膝部
より 2cm 後ろから離断を開始し膝部と吻部を離断する（前半部離断）．2) 峡部と膨大部を離断す
る（後半部離断）．術中ビデオを元に手術ステップと脳波を対応付け，半球間機能的結合の経時
変化を wavelet transform coherence (WTC)により定量化し，トレンド解析により，統計的有意
な変化を検出した． 


















 本研究での制約として，次の 5 つが挙げられる．1) 4-13 Hz の周波数帯域に着目しているため
に，棘波の高い周波数成分の接続性は含まれていない可能性があり，徐波成分の接続性も反映し
ている可能性がある点である．高い周波数の接続性を評価するには，別途，頭蓋内電極による検
討が必要と考えられる．2) 棘波に絞り込んだ解析ではなく，脳波の連続データをそのまま解析
しているために，てんかん活動だけでなく，背景律動の接続性が含まれる点である．3) 必ず脳
梁の前半部から後半部に掛けて離断を行っているので，脳梁の後半部が特別な役割を果たしてい
る，もしくは，脳梁の全離断が脳波の脱同期性に関与しているか，ということを明らかにするこ
とは難しい．4) 術中および術直後の脳波は，麻酔による脳波への影響，手術手技によるアーチ
ファクトによる影響，術中急性期の一時的な脳波変化の可能性がある点である．5) 症例の基礎
疾患として，左右大脳半球に非対称な器質的病変を有する症例が多く含まれており，このような
解剖的左右差が背景律動を含めた脳波の左右差を生み出している可能性がある点である． 
 半球間結合の減少と予後との関係は明確ではない．今後、予後の術前予測を実現するために，
脳波の経時的な変化を解析していくことが必要と思われる．また，脳梁を介さない皮質下での接
続による全般性てんかんの生成メカニズムを示唆する文献もあり，皮質下も含めた脳のシステム
を解析するアプローチも予後の予測には必要になると考えられる． 
【結論】本研究では，半球間のコヒーレンスの減少が，必ずしも脳梁離断のステージに線形に相
関するわけではないことを示した．半球間コヒーレンスの減少は，脳梁離断の最終段階で起きる
ことがあり，つまり，全離断で脳梁離断の効果は最大化されると考えられる．本研究の半球間結
合の時間変化を定量化する解析手法は，脳梁離断の電気生理学的完全性をモニタリングするのに
有効だと思われる． 
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